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概要 

大規模駅周辺は複雑な立体構造を構成しており、店舗や構造の情報が集約されていないため、利用者の状況に応じた情

報提供が適切になされていない。本研究では、ＩＣＴを活用し大規模駅において利用者の多様な状況に対応し、適切な店

舗や経路の推薦やナビゲーションを行う総合的な情報提供・屋内案内サービスを実現し、利用者の利便性を向上させると

同時に、駅関連事業者との適切な情報流通を実現し、地域社会の活性化を目指すシステムを開発した。 

 

１．まえがき 

大規模な駅や地下街は複雑な立体構造を構成している

だけでなく、店舗の情報が集約されていないため、利用者

にとって使いやすい形でのデータが整備されていない。ま

た、屋内では位置推定を行う手法が十分に確立されておら

ず、適切な店舗や経路の推薦やナビゲーションを行う総合

的な情報提供・屋内案内サービスも提供されていない。本

研究では、①屋内位置推定、②目的指向の音声ナビゲーシ

ョン、③情報推薦、④データの更新手法について検討を行

い、最終的には、上記の手法をとりいれた実証システムの

開発を行った。 

 

２．研究開発内容及び成果 

本研究では、以下の４項目の研究開発を推進した。 

 

① 無線LANとウェアラブルセンサの融合に基づく屋内

位置推定 

名古屋駅地下街のユニモール、サンロードにおいて、

無線LAN電波強度、磁場情報を7300平米において収集

し、端末手持ち時に複数回試行で平均6.7ｍの屋内測位

精度を実現、もっとも良い試行の平均精度では4.0mを

実現した（電波マップを図1に、位置推定の様子を図2

に示す）。当初は、データ収集5000平米、推定精度3.0m

を目指していた。データ収集規模については、目標を

達成したが、精度については未達成であった。また、

無線LAN情報取得の高精度化や、センシングの省電力

化についても成果を出した。 

 
図１：名古屋駅前地下街における無線LAN電波マップ 

  
図2：実証アプリ上での位置推定の様子 

 

② 屋内構造地図を用いた目的志向の音声ナビゲーション 

名古屋駅地下街において、フロアマップと歩行者ネ

ットワークを構築し、スマートフォン上で、利用者の

プロファイルに応じたルーティングを行い、音声ナビ

ゲーションを実現するシステムを構築した。このシス

テムを用いて目的志向の音声ナビゲーションの実証実

験を名古屋駅にて実施した。登録店舗数は、名古屋駅

周辺をほぼ網羅して493店舗（ナビゲーション可能は

368店舗）であり、目標の500店舗をほぼ達成した。ま

た、音声ナビゲーションの手法については、国際標準

であるIndoorGMLへの音声ナビゲーション拡張を

OGCに提案した。 

 

③ ユーザプロファイルや行動履歴を用いた情報推薦 

行動履歴の保存やマッチング手法について検討し、

まず名古屋駅周辺にある飲食店について、

LOD(Linked Open Data)を活用し、店舗名、外観写真、

営業時間、店舗説明文、メニュー名、価格、メニュー

写真からなる店舗POIを構築した(367店舗)。さらに、

複数ユーザの行動履歴や嗜好について食べログや

Twitterを用いて飲食店のメニューの詳細な評価を収
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集し、オントロジーを構築するとともに、その結果に

基づいたレストラン推薦手法を行うためのメニュー毎

の詳細な評価手法を開発し、レストラン推薦プラット

フォームを開発した。 

 

④ クラウドソーシングに基づく継続的情報収集と更新 

ボランティアユーザの参加により、クラウドソーシ

ングで店舗POIの更新が行われる仕組みを構築した。

名古屋駅周辺の店舗POIデータで試行したところ、10

日間で250件のデータを収集できた。スワイプインタ

フェースなどを採用し、可能な限り簡便にデータ登録

ができるような実装としている。さらに、ボランティ

ア参加へのインセンティブを高めるための仕組みとし

て、ユーザをヘビーユーザとライトユーザに分け、デ

ータ登録を行えるような仕組みとした。ヘビーユーザ

はより詳細な情報を登録し、ライトユーザがその登録

された情報を利用することによって、収集した情報の

信頼性の担保や更新が行える仕組みとしている。 

 

これらの仕組みを統合して、名古屋駅地下街において目

的志向音声ナビゲーションの実証実験を2015年3月に実

施し、本システムの有効性を確認した。実証アプリは、図

2に示すような測位のモニタリングが可能であり、位置に

応じた音声ナビゲーションを実現している。 

 

３．今後の研究開発成果の展開及び波及効果創出へ

の取り組み 

本研究では、多数の技術を新規に開発することができた。

特に磁気を含む屋内測位技術については、国土交通省が開

催した「東京駅周辺高精度測位社会プロジェクト検討会」

にて、NPO Lisra が実証実験に参加し、他のエリアにお

いても活用できることを確認した。平成 27 年度も国土交

通省で継続的にプロジェクトが実施される予定である。ま

た、名古屋駅地下街における実証実験では、新規にインフ

ラを設置しなくとも、ある程度の測位が実現できることが

確認した。測位精度については、サービス運用のためには

十分とはいえないが一定の可能性を示したといえる。今後

は、NPO Lisra を通じて、地下街事業者との連携の可能

性を探る予定である。すでに、名古屋駅ではなく、名古屋

の栄地下街においては、総務省の「G 空間シティ構築事業」

において、Lisra は、セントラルパークや立命館大学、NTT

西日本らと共同で、地下街に iBeacon を 250 台以上設置

し、屋内測位を実現している。この枠組みも含め、屋内の

位置情報サービスの具体化を進めることを検討している。

具体的には「O2O デジタルマーケティング研究会」を設

立し、民間企業・事業者と共に地域活性化の実現を目指し

ている。また、NPO Lisra が収集した店舗情報の一部を

オープンデータ「名古屋駅地下街店舗 LOD」として公開

し、活用を図ったところ、LOD Challenge2014 にて「チ

ャレンジデー賞」を受賞した。さらに、国際標準化活動と

して、Open Geospatial Consortium に参加し、屋内ナビ

ゲーションの標準規格である IndoorGML を拡張し、音

声ナビゲーションを実現する枠組みを提案している。標準

化会議のメンバーとして今後も参加する予定であり、日本

発の標準となることが期待される。 

 また、「スマートステーションなごや」事業は、NPO 

Lisra として、今後も継続して実施を進める予定である。

具体的には、店舗情報のオープン化と継続的な情報更新、

及び、地下街データの収集とモデル化、さらには、音声ナ

ビシステムの実用化を目指す予定である 

 

 

４．むすび 

次世代屋内位置情報サービスの実現を目指し、屋内測

位・音声ナビ・情報推薦・情報更新手法に関する検討を進

め、成果を得た。実証システムを構築し、技術の有効性の

確認は行えたが、実サービスとしての運用までには至らな

かった。これは、屋内測位や音声ナビの技術的な面の検証

が不十分であったため、実サービスでの運用に耐えられる

安定性が得られなかったためである。今後は、技術の安定

性を高めるとともに、実サービスとしての運用を目指すた

めに、サービスを支える体制を確立させる必要がある。大

規模駅や複雑な地下街では、地権者が多数にわたり、多く

のステークホルダー間の調整も必要であり、大学や NPO

の役割が求められる場でもある。 
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